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電気のふるさと Vol.29 2

　古来、山が紫に霞み、川は澄みきっ
て美しいという『山紫水明』という表
現がありますが、まさに、私たちのま
ち美浜町を表す言葉だと思っていま
す。四季折々に様々な顔を見せてく
れる三

み

方
かた

五
ご こ

湖、澄んだ海の敦賀半島西
海岸、緑深い森林を流れる耳川など、
豊かな自然が凝縮した町であります。
こうした海・山・川・湖の風土は、同時
に豊かな恵みを私たちに与え、人情味
あふれる気風を育んできました。その
意味で、私たちの目指す町の将来像の
表現を「美（うま）し美浜の創造」と名
づけました。
　こうした「美（うま）し美浜」を体感
していただくため、平成16年から『若
狭美浜はあとふる体験』事業を行って
おります。美浜町の自然や産業、文化、
食を体験できる約70種類のプログラ
ムを用意しており、「体験教育旅行」と
して、全国から高い評価をいただいて
おります。
　美浜町といえば、鯖の糠漬「鯖のへ
しこ」ですが、平成17年に『へしこの
町』を宣言して商標登録をしました。
来年夏頃、ご当地居酒屋を展開されて
いる事業者が、美浜町の農林水産物を
提供する新店舗「福井県美浜町」を東
京に開く予定となっております。
東日本の方々には、あまり
馴染みがないかもしれ
ませんが、この機会に

美浜町の伝統食「へしこ」を味わって
いただきたいと思います。　

　昭和43年に、福井国体が開かれ、
久
く

々
ぐ

子
し

湖
こ

がボート会場に選ばれまし
た。これを契機に、美浜町にボート競
技が根づき、今では「ボートの聖地」
と呼ばれています。私も県ボート協
会の会長をさせていただいておりま
すが、全国でも珍しい「ボートのま
ち」としての取組みを積極的に行っ
ており、日本代表選手も数多く輩出
しています。毎年10月に、『美浜町民
レガッタ』が開かれますが、平成26年
には過去最多の263クルーが出場し、
全国の市民・町民レガッタとしては、
最大規模の大会となりました。また、
毎年開催する『美浜・五木ひろしマラ
ソン』も町を代表するスポーツイベン
トですが、名誉町民である五木ひろし
さんのご協力をいただき、4,400名を
超えるたくさんの市民ランナーが集
まり、県外参加者が7割以上という大
会になっております。
　こうした生涯スポーツとともに、町
制施行50周年記念となった平成16
年には、『生涯学習のまち』を宣言して
生涯学習の取組みも行っております。
　　　　　小中学校におけるエネル
　　　　　　ギー環境教育は、町独自
　　　　　　の副読本を作るなど、先
　　　　　　進的な取組みとして
　　　　　の評価をいただいており、

来年度から新たにエネルギー環境教
育体験施設を整備する予定です。
　平成24年に、図書館や公民館、多目
的ホールの機能を持つ複合施設『生涯
学習センターなびあす』を開館しまし
た。ここのホールには魂のピアノとい
われるイタリアの『ファツィオリ社製
Ｆ308』を国内ホールで初めて導入し
ました。その反響は大きく、国外や県
内外の音楽家から注目していただい
ております。
　最後に本町の「定住化対策」につい
てお伝えします。
　これまで、通勤時間帯の渋滞を解消
するために美浜～敦賀間の道路を整
備した他、保育時間の延長、土曜保育、
「子育て支援センター」の開設なども
行ってきており、現在は産業団地や住
宅団地の整備などを進めています。
平成の大合併のときに、本町は、平成
22年度には人口1万人を切るといわ
れていました。しかし、おかげさまで
現在まで、その1万人を保っておりま
す。
　今後とも「自然かがやき人いきいき 
町がにぎわう 美（うま）し美浜」を将
来像とし、町民の皆様とともに「協働」
による積極的なまちづくりを進めて
まいります。（談）

「ボートの町・美浜」の恒例行事となっている『美浜町民レガッタ』

三方五湖は若狭国定公園を代表する景勝地で、平成17年には
ラムサール条約登録湿地に認定されている

「へしこ」は魚の糠漬で若狭地方の伝統的な
冬の保存食。へしこの代表格が「鯖のへしこ」 修学旅行などの教育旅行で人気になっている『若狭

美浜はあとふる体験』事業。子どもたちのみならず、
保護者からの評価も高い。写真は『大敷網体験』

山
やま ぐ ち

口 治
じ た

太郎
ろ う

 町長
福井県美

み

浜
はま

町
ちょう

おいしい自然、
ハートフル美浜

「心」を美しく
豊かに育んでいただくために
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薩
摩
川
内
市
の
「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
」

事
業
は
、
一
昨
年
の
小
誌
Ｖ
ｏ
ｌ
．
28
の

特
集
で
述
べ
た
が
、『
市
民
ぐ
る
み
』
と

『
雇
用
創
出
』
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
、

「
旅
」「
食
」「
品
」
の
開
発
を
展
開
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

　

そ
の
仕
掛
け
は
多
岐
に
わ
た
り
、「
旅
」

は
『
き
ゃ
ん
ぱ
く
』
と
い
う
市
民
を
巻
き

込
ん
だ
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成
、「
食
」

は
2
店
舗
以
上
の
共
同
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
、

そ
し
て「
品
」で
は『
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
計
画
』

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
る
商
品
開
発

な
ど
だ
。

　

そ
の
中
の
、
ユ
ニ

ー
ク
な
〝
ぽ
っ
ち
ゃ

ん
〞
と
い
う
呼
称
だ

が
、石
を
水
面
に「
ぽ

っ
ち
ゃ
ん
」
と
投
げ

入
れ
る
と
、
波
紋
が
広
が
っ
て
い
く
様
子

か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
『
石
』
に
な

っ
て
も
ら
う
の
が
大
都
市
の
若
者
た
ち
。

■薩摩川内市情報■
【人口】98,342人（平成26年11月1日現在）
【面積】683.5km2

  （本土564.75km2／甑島118.75km2）
【発電所データ】
  九州電力（株）川内原子力発電所
  九州電力（株）川内発電所
【本特集問合せ先】
  薩摩川内市 商工観光部
  観光・シティセールス課
  ☎0996-23-5111

こしきしま

【写真】 上甑島の「甑大明神」。甑に似た岩の形から甑島という名の発祥地と伝えられている
下甑島の瀬々野浦に突き出た高さ127mの奇岩「ナポレオン岩」
下甑島の地域住民の「特産品」つくりをサポートする『ぽっちゃん計画・地域おこし協力隊』隊員
下甑島は「タカエビ（薩摩甘エビ）」の漁場
上甑島のエメラルドグリーンに輝く海
上甑島の里地区は「トンボロ（陸繋砂州）」の上にできた町

「
よ
そ
者・若
者
」を
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用
し
て

「
定
住
」を
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え
た
薩
摩
川
内
市
の

『
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
計
画
』
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」を
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定
住
」を
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据
え
た
薩
摩
川
内
市
の
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ぽ
っ
ち
ゃ
ん
計
画
』

「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
」事
業
の

一
翼
を
担
う『
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
計
画
』

さつ   ま   せん  だい

鹿児島県・薩摩川内市では平成21年から、「地域のモノ・
コト・ヒトを総動員して、さらに磨きをかけながら、まるごと
市内外へ総合的なセールスを行う」、いわゆる「シティセー
ルス」事業を展開している。今回は、その一翼を担う『ぽっ
ちゃん計画・地域おこし協力隊』事業の事例をお伝えする。
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テ
ィ
セ
ー
ル
ス
」
事
業
な
ど
、
薩
摩
川
内

市
の
描
く
将
来
都
市
像
に
向
け
た
、
事
業

の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

　

彼
ら
の
業
務
は
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
支

援
や
観
光
マ
ッ
プ
作
成
、
観
光
案
内
な
ど

だ
が
、
共
通
し
て
い
る
具
体
的
な
ミ
ッ
シ

ョ
ン
は
、
地
域
住
民
や
地
域
の
事
業
者
ら

と
と
も
に
行
う
「
商
品
開
発
」。
市
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
3
年
間
の
任
期
中
に
、
年
間

5
つ
の
商
品
開
発
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。
自
ら
地
域
資
源
を
探
し
出
し
、
住
民

や
地
域
の
事
業
者
へ
商
品
開
発
を
提
案
し

て
、
実
際
に
彼
ら
と
と
も
に
、
商
品
を
創

り
出
し
て
い
る
。

住
民
票
を
薩
摩
川
内

市
に
移
し
て
、「
条

件
不
利
地
域
」
に
入

っ
て
住
民
と
と
も
に

地
域
お
こ
し
を
行
う
。

彼
ら
の
「
よ
そ
者
だ

か
ら
こ
そ
生
み
出
せ

る
発
想
や
デ
ザ
イ
ン

力
」
に
期
待
す
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
平

成
21
年
の
「
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
」
事
業
の

立
ち
上
げ
と
と
も
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
し
た
。第
1
期
9
名
は
、

平
成
23
年
に
厚
生
労
働
省
の
「
地
域
雇
用

創
造
推
進
事
業
」を
活
用
し
て
ス
タ
ー
ト
。

現
在
は
、
平
成
25
年
か
ら
27
年
ま
で
の
第

2
期
で
、
総
務
省
の
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
事
業
」
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

第
2
期
は
10
名
。
入い

り

来き

・
樋ひ

脇わ
き

・
上

か
み
こ
し
き甑

島し
ま

・
下

し
も
こ
し
き
し
ま

甑
島
・
向む

こ
う
だ田

地
区
の
市
内
5
地
域

で
、
各
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
設
定
さ

れ
た
取
組
み
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
活
動
す
る
。

受
け
入
れ
組
織
は
、
地
区
の
活
性
化
協
議

会
や
商
工
会
、
観
光
物
産
協
会
、
地
域
青

年
部
な
ど
だ
。

　

一
般
的
に
、地
域
お
こ
し
は
〝
よ
そ
者
・

若
者
・
バ
カ
者
〞
が
必
須
と
よ
く
い
わ
れ

る
。
そ
の
う
ち
の「
よ
そ
者
」と「
若
者
」

を
募
り
、
地
域
で
大
い
に
活
動
し
て
も
ら

い
、
将
来
は
地
域
の
「
人
材
」
と
し
て
定

住
し
て
も
ら
お
う
、
と
い
う
の
が
、
こ
の

『
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
計
画
』の
コ
ン
セ
プ
ト
。「
シ

　

月
1
回
の
『
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
会
議
』
で
、

そ
の
進
捗
状
況
を
報
告
し
合
い
、
市
の
観

光
・
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課
の
担
当
者
と
意

見
交
換
を
し
な
が
ら
商
品
化
。
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
の
た
め
に
、
都
市
部
で
開
か
れ
る
販

売
会
で
、創
り
出
し
た
産
品
を
販
売
し
て
、

消
費
者
の
反
応
を
見
る
、
い
わ
ゆ
る
「
マ

ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
」
の
研
修
も
行
う
。
先

進
地
を
実
際
に
訪
れ
る
研
修
も
行
い
、
自

ら
の
能
力
に
磨
き
を
か
け
る
。

　

第
２
期
『
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
計
画
』
で
は
、

平
成
25
年
度
３
月
末
ま
で
に
開
発
し
た
商

品
は
74
に
上
る
。
主
な
も
の
と
し
て
、「
し

そ
サ
イ
ダ
ー
」「
タ
カ
エ
ビ
味
噌
」「
甑
し

ま
て
ぬ
ぐ
い
」「
古
民
家
カ
フ
ェ
」な
ど
だ
。

　

ち
な
み
に
、
第
１
期
で
は
、
特
産
品
で

は
タ
マ
ネ
ギ
を
ベ
ー
ス
と
し
た
『
ド
レ
ス

ソ
ー
ス
』な
ど
の
大
ヒ
ッ
ト
商
品
を
生
み
、

下
甑
島
で
「
ア
ク
ア
ス
ロ
ン
（
ス
イ
ム
と

ラ
ン
の
2
種
目
で
行
う
ス
ポ
ー
ツ
競
技
）」

大
会
を
企
画
・
開
催
し
た
。

　

彼
ら
の
採
用
要
件
は
「
田
舎
が
好
き
・

焼
酎
が
好
き
・
ド
ラ
ッ
カ
ー（
経
営
学
者
）

が
好
き
」
と
い
う
も
の
。
第
2
期
の
『
ぽ

っ
ち
ゃ
ん
計
画
』
に
は
全
国
か
ら
50
名
が

応
募
し
て
き
た
。
採
用
さ
れ
た
10
名
は
男

女
5
名
ず
つ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
男

女
ペ
ア
に
な
っ
て
入
っ
て
い
る
。

　

東
シ
ナ
海
に
浮
か
ぶ
甑
島
列
島
は
か
つ

て
「
五
色
島
」
と
も
呼
ば
れ
、
断
崖
や
巨
岩

に
囲
ま
れ
て
手
つ
か
ず
の
自
然
に
恵
ま
れ

た
島
々
だ
。
上
甑
島
・
中
甑
島
・
下
甑
島
が

縦
に
連
ね
、
地
形
の
違
い
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
表
情
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
人
情

味
豊
か
な
島
民
は
、と
て
も
人
な
つ
こ
い
。

　

本
年
4
月
に
、
市
内
の
川
内
港
タ
ー
ミ

ナ
ル
か
ら
高
速
船
甑
島
が
就
航
。
新
幹
線

の
停
車
駅
で
あ
る
J
R
川
内
駅
か
ら
、
大

型
電
気
路
線
バ
ス
で
川
内
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

へ
約
25
分
、
そ
こ
か
ら
40
分
の
船
旅
で
上

甑
島
里
港
に
着
き
、
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に

良
く
な
っ
た
。

　

甑
島
の
観
光
客
入
込
み
数
も
、
平
成
23

年
度
か
ら
倍
増
し
て
、
25
年
度
に
は
５
万

7
，0
０
０
人
を
超
え
、
昨
今
の
「
離
島
ブ

ー
ム
」
の
中
で
も
注
目
さ
れ
る
観
光
地
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
甑
島
列
島
の
、
上
甑

島
に
2
名
、
下
甑
島
に
2
名
の
計
4
名
の

島
で
「
食
」
に
か
か
わ
る
仕
事
を
探
し
て

い
た
。そ
の
よ
う
な
時
に
、『
ぽ
っ
ち
ゃ
ん

計
画
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
』事
業
が
目
に

と
ま
り
応
募
し
た
。
今
ま
で
開
発
し
た
代

表
的
な
商
品
は
、『
大
豆
バ
タ
ー
』や
、
島

に
自
生
す
る
ア
ロ
エ
と
清
見
オ
レ
ン
ジ
を

〝
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
〞が
入
っ
て
い
る
。

　

上
甑
島
に
入
っ
て
い
る
の
が
、

船ふ
な

井い

亜あ

耶や

子こ

さ
ん（
33
歳
）と
、

江え

藤と
う

弘ひ
ろ

明あ
き

さ
ん（
28
歳
）。

　

船
井
さ
ん
は
大
阪
市
出
身
で
、

東
京
の
Ｉ
Ｔ
企
業
に
勤
め
て
い

た
が
、
病
気
を
機
に
退
職
。
島

旅
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

今までに開発した商品（一部）

第1期「ぽっちゃん計画」で作ら
れた『ドレスソース』は3年目で
年間売上本数1万本を超える大
ヒット商品になった

〔上〕JR川内駅と川内港ターミナルを結ぶ大型電気路線バス「こしきバス」
〔中〕九州新幹線『つばめ』のデザイナー・水戸岡鋭治氏のデザインによる高速船甑島
〔下〕船内は木目調のインテリアでシックな雰囲気 電気のふるさと Vol.38 4

自
ら
の
能
力
を
磨
き
、将
来
の
夢
を
醸
成
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リ
ア
な
ど
海
外
を
周
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
は
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
で
チ
ェ
リ

ー
摘
み
を
行
っ
て
い
た
。
帰
国
後
、
新
聞

の
募
集
広
告
を
見
て
応
募
し
た
。
今
、
開

発
し
て
い
る
の
は
「
和
の
ハ
ー
ブ
」。
休
耕

地
を
活
用
し
て
栽
培
し
た
レ
モ
ン
グ
ラ
ス

と
炒
っ
た
大
豆
を
ブ
レ
ン
ド
す
る
お
茶

や
、
女
性
や
お
年
寄
り
で
も
栽
培
で
き
る

ハ
ー
ブ
に
注
目
し
て
い
る
。

　

下
甑
島
に
入
っ
て
い
る
の
が
、
小こ

い
ず
み泉

拓た
く

郎ろ
う

さ
ん（
30
歳
）と
関せ

き

美み

ほ

こ
穂
子
さ
ん（
24
歳
）。

　

小
泉
さ
ん
は
東
京
出
身
で
、
前
職
は
浜

松
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
、
カ
ー
デ
ザ
イ

ナ
ー
だ
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
で
気
仙
沼

の
離
島
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た

と
き
に
「
島
お
こ
し
」
を
思
い
立
っ
て
応

募
し
た
。
着
任
し
て
か
ら
は
、
主
に
『
タ

カ
エ
ビ
味
噌
』
な
ど
の
商
品
開
発
の
支
援

を
行
っ
て
き
た
。
こ
の『
タ
カ
エ
ビ
味
噌
』

は
半
年
で
４
，０
０
０
個
売
れ
る
ヒ
ッ
ト

商
品
に
な
っ
た
。

　

関
さ
ん
は
鹿
児
島
県
出
身
で
、
以
前
は

福
岡
の
旅
行
会
社
で
旅
行
商
品
を
企
画
し

て
い
た
。
観
光
人
類
学
を
専
攻
し
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、
地
域
の
人
た
ち
と
「
着
地

型
観
光
ツ
ア
ー
」
を
行
い
た
い
と
思
っ
て

い
た
と
こ
ろ
に
、
持
続
可
能
な
観
光
モ
デ

ル
を
目
指
す
薩
摩
川
内
市
に
魅
か
れ
た
。

現
在
は
主
に
、
50
年
前
に
生
活
道
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
古
い
道
を
、
地
域
住
民
と

と
も
に
再
生
し
て
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア

ー
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
彼

ら
の
動
機
は
様
々
だ

が
、共
通
す
る
の
は
、

自
ら
の「
自
己
実
現
」

だ
。
地
域
に
飛
び
込

み
、
地
域
の
課
題
を

地
域
住
民
と
共
有
化

し
な
が
ら
、
支
援
す

る
…
。
と
て
も
眩
し

く
見
え
る
の
だ
が
、

現
実
は
そ
れ
ほ
ど
甘

く
な
い
は
ず
だ
。

　

彼
ら
〝
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
〞
た
ち
も
、
着
任

当
初
は
様
々
な
苦
労
を
し
た
。
人
情
味
あ

ふ
れ
る
土
地
柄
と
は
い
え
、
甑
島
は
『
離

島
』
で
あ
る
。
都
会
か
ら
や
っ
て
き
た
若

者
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
の
孤
独
感
、
寂

せ
き
り
ょ
う寥

感
は
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
。
そ
れ
に
加

え
て
、
島
民
の
『
目
』
に
は
、
い
つ
も
息

苦
し
さ
を
感
じ
て
い
た
と
い
う
。

　

そ
う
し
た
彼
ら
を
支
え
た
の
は
、
市
の

使
っ
た
『
島
ア

ロ
エ
ジ
ャ
ム
』、

『
ア
ロ
エ
と
天

然
塩
の
ハ
ー
ブ

ソ
ル
ト
』な
ど
。

　

江
藤
さ
ん
は

北
九
州
市
出
身

で
、
20
代
前
半

か
ら
ア
ラ
ス
カ

や
オ
ー
ス
ト
ラ

観
光
・
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課
の
担
当
者
た

ち
。
明
確
な
目
標
を
提
示
し
、
公
私
に
わ

た
る
支
援
を
行
う
。

　
「
と
て
も
安
心
で
き
る
強
力
な
サ
ポ
ー

ト
で
、
親
の
よ
う
に
思
え
る
こ
と
も
…
」

と
、
彼
ら
は
口
を
揃
え
る
。
そ
う
し
た
市

の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、
自
ら
の
能
力
を
磨

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
将
来
の
夢
を
醸
成
し
て

い
る
の
だ
。

　

4
人
の
う
ち
、船
井
さ
ん
、江
藤
さ
ん
、

小
泉
さ
ん
は
任
期
が
終
了
し
て
も
島
に
定

住
し
て
、
地
域
お
こ
し
に
関
わ
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
。関
さ
ん
は
任
期
終
了
ま
で
、

ゆ
っ
く
り
考
え
て
い
き
た
い
と
い
う
。

　

そ
の
「
お
手
本
」
に
な
っ
て
い
る
の
が

第
１
期
の
〝
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
〞
た
ち
や
若
手

の
移
住
者
だ
。『
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
計
画
』
第

1
期
生
9
名
の
う
ち
、
任
期
終
了
後
に
市

内
に
定
住
し
た
の
は
8
名
。

　

そ
の
う
ち
の
ひ
と
り
が
、
唐か

ら
さ
わ沢

智と
も

子こ

さ

ん
。
現
在
は
、
薩
摩
川
内
市
が
「
地
域
商

社
」
と
し
て
設
立
し
た
、
株
式
会
社
薩
摩

川
内
市
観
光
物
産
協
会
で
観
光
事
業
部
長

を
務
め
て
い
る
。
前
職
は
大
手
旅
行
会
社

下甑島に赴任している
小泉 拓郎さん

上甑島に赴任している
船井 亜耶子さん

上甑島に赴任している
江藤 弘明さん

下甑島に赴任している
関 美穂子さん

下甑島の「瀬尾観音三滝」。55mの高所から
一の滝、二の滝、三の滝と3段で落ちてくる

上甑島の「長目の浜」。
なまこ池・貝池・鍬崎
（くわざき）池の大小
3つの池が4kmにわ
たる砂州で海と隔て
られている
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こ
の
よ
う
に
、
新
し
い
「
発
想
力
」
や

「
デ
ザ
イ
ン
力
」
は
、
受
入
れ
組
織
の
地

域
住
民
に
刺
激
を
与
え
、
一
定
の
成
果
を

あ
げ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
薩
摩
川
内
市

は
彼
ら
を
単
な
る
「
お
手
伝
い
」
と
は
見

て
い
な
い
。

　

市
の
、
観
光
・
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課
の

古ふ
る
か
わ
ひ
で
と
し

川
英
利
課
長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
今
後
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
事
業
は『
民

間
主
導
』を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の『
キ

ー
マ
ン
』
と
し
て
の
活
躍
を
、
彼
ら
に
期

待
し
て
い
ま
す
」

　
『
民
間
主
導
』
へ
向
け
た
方
向
性
の
ひ

の
社
員
だ
っ
た
。
平
成
22
年
か
ら
25
年
度

ま
で
、
下
甑
島
で
任
務
に
就
き
、
そ
こ
で

ア
ク
ア
ス
ロ
ン
（
ス
イ
ム
と
ラ
ン
）
大
会

を
企
画
・
開
催
し
た
。
こ
の
大
会
は
今
年

で
3
回
目
を
迎
え
て
、
甑
島
列
島
の
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
に
育
っ
て
い
る
。

　

任
期
終
了
後
に
就
職
し
、
結
婚
し
て
市

内
に
住
む
。
現
在
は
全
員
が
女
性
と
い
う

観
光
事
業
部
を
率
い
て
い
る
。
多
種
多
様

な
「
着
地
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
で
知
ら
れ
る

ス
ペ
イ
ン
の
「
バ
ル
セ
ロ
ナ
観
光
局
」
の

よ
う
な
業
態
を
作
る
の
が
目
標
と
い
う
。

　

ま
た
、
そ
の
開
発
能
力
を
買
わ
れ
て
市

内
の
企
業
に
就
職
し
た
第
1
期
生
も
い
る
。

上
甑
島
に
も
第
1
期
生
が
定
住
し
て
い
る
。

島
の
様
々
な
特
産
品
開
発
を
手
掛
け
る

『
山
下
商
店
』
を
営
む
山や

ま
し
た下

賢け
ん

太た

さ
ん
の

奥
さ
ん
の
山や

ま
し
た下

麻ま

ゆ由
さ
ん
や
、
そ
こ
で
デ

ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
勤
め
る
新し

ん

地ち

健け
ん
ろ
う郎

さ
ん

な
ど
だ
。

　

も
う
一
人
、「
こ
し
き
ツ
ア
ー
ズ
」
を

経
営
す
る
齊さ

い
と
う
と
も
あ
き

藤
智
顕
さ
ん
は
、
シ
ー
カ
ヤ

ッ
ク
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー

を
催
行
し
て
い
る
。ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
で
は
、

ビ
ー
チ
コ
ー
ミ
ン
グ
（
浜
に
落
ち
て
い
る

流
木
や
貝
殻
な
ど
の
漂
流
物
を
拾
い
集
め
、

そ
の
由
来
を
調
査
し
た
り
加
工
し
た
り
す

る
）
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
。
今
後
は
島
の

若
手
ガ
イ
ド
を
養
成
し
た
い
と
い
う
。
齊

藤
さ
ん
も
結
婚
し
て
島
に
定
住
し
て
い
る
。

　

島
に
は
、こ
う
し
た〝
ぽ
っ
ち

ゃ
ん
〞た
ち
の
他
に
、平
成
16
年

か
ら
10
年
間
、
取
り
組
ま
れ
た

「
K
O
S
H
I
K
I　

A
R
T 

P
R
O
J
E
C
T
」
を
機
に
、

上
甑
島
に
定
住
し
た
「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
・
ヒ
ラ
ミ
ネ
」
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・

横よ
こ

田た

真ま

き希
さ
ん
も
い
る
。

　
〝
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
〞第
2
期
生
に
と
っ
て
、

『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
』
の
取
組
み
や
将
来
を
考

え
る
う
え
で
も
、
移
住
し
た
先
輩
で
あ
る

彼
ら
は
「
心
強
い
存
在
」
な
の
だ
。

　

下
甑
島
の
特
産
品
で
あ
る
「
タ
カ
エ
ビ

（
薩
摩
甘
エ
ビ
）」
を
使
っ
た
『
タ
カ
エ
ビ

味
噌
』
と
い
う
商
品
開
発
を
行
っ
た
『
鷹た

か

丸ま
る

工
房
』
の
下し

も

野の

睦む
つ

子こ

さ
ん
は
語
る
。

　
「
商
品
は
、
こ
の
子
た
ち
が
い
な
い
と

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
様
々
な
ヒ
ン
ト
を

も
ら
い
、と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。
島
も
、

彼
ら
が
来
て
か
ら
だ
い
ぶ
変
わ
り
ま
し
た
」

　
〝
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
〞
が
、
地
域
に
残
し
た

〝
波
紋
〞
は
大
き
く
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

と
つ
に
、
観
光

物
産
協
会
の
株

式
会
社
化
が
あ

る
。
市
内
の
各

事
業
者
と
の
密

接
な
連
携
を
保

ち
つ
つ
、
こ
の

齊藤さんの主催する「ナイトツアー」では「ビーチ
コーミング」の楽しさを伝えている

山下商店に勤める
新地 健郎さん

「こしきツアーズ」の
齊藤 智顕さん

「タカエビ味噌」を開発した
鷹丸工房の下野 睦子さん

㈱薩摩川内市観光物産協会
観光事業部部長の唐沢 智子さん

薩摩川内市 観光・シティセールス課 
課長の古川 英利さん

上甑島の『山下商店』は夏の間はカフェとなり、土曜日
はバーとなる。島の若者が集う場になっている

「ギャラリー・ヒラミネ」は平成16年から始まった
「KOSHIKI ART PROJECT」に触発された島の長老、
平嶺時彦さんの作品を常設展示している

「ギャラリー・ヒラミネ」の
横田 真希さん
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　「地域おこし協力隊」制度は、総務省によると「都市部の
人材を地域社会の新たな担い手として受け入れ、地域力の
充実・強化を図る取組み」というもの。具体的には、地方自
治体が都市住民を受け入れ委嘱し、地域おこし活動の支援
や農林漁業の応援、地域の生活支援など「地域協力活動」
に従事してもらい、あわせてその定住を図りながら、地域の活
性化につなげるもの。
　期間はおおむね1年以上で最長3年。総務省の支援とし
ては財政支援（特別交付税）で、隊員1人につき最高400万
円（＝報酬等（上限200万円）＋活動費（上限200万円）と
なっている。地域おこし協力隊員は都市地域等から過疎、山
村、離島、半島等の地域に住民票を移動しなければならない。
　この事業は、「協力隊」「地域」「自治体」の三者による連
携・結束がポイントで、地域・自治体の将来ビジョン、協力隊
に対するミッションの明確化が重要とされている。平成25年
度は特別交付税ベースで978名（4府県314市町村）が活
動。これまでは、平成21年度から24年度まで1,376名が参
加している。
　主な電源地域（原子力立地市町村）の中では、薩摩川内
市が10名と最も多い。

ち
は『
自
己
実
現
』を
目
指
し
て『
覚
悟
』

を
持
っ
て
地
域
に
や
っ
て
く
る
。
最
終
的

に
地
域
の
主
体
的
な『
担
い
手
』と
し
て
、

持
続
的
な
定
住
を
果
た
す
に
は
、
自
ら
の

ス
キ
ル
を
上
げ
る
努
力
を
し
て
、
地
元
で

の
就
職
あ
る
い
は
起
業
を
可
能
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
〝
道
筋
〞
を
つ
け
て
あ
げ
る
の
も

観
光
・
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課
の
大
き
な
役

割
で
あ
る
。

　
〝
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
〞へ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し

て「
1
年
間
に
５
つ
の
商
品
開
発
」と
い
う

明
確
な
目
標
を
課
し
て
い
る
こ
と
は
Ｐ
．4

で
述
べ
た
。
こ
の
課
題
は
プ
ロ
の
商
品
プ

ラ
ン
ナ
ー
で
も
難
し
い
。
し
か
し
、
市
は

あ
え
て
、こ
の
課
題
に
挑
戦
さ
せ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
古
川
課
長
を
は
じ
め
と
し

た
観
光
・
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

課
の
担
当
者
は
、
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
に
向
け
た
〝
ぽ
っ
ち
ゃ

ん
〞
た
ち
へ
の
公
私
に
わ
た

る
、
励
ま
し
や
サ
ポ
ー
ト
に

奔
走
す
る
。

　
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

協
会
に『
地
域
商
社
』の
役
割
を
持
た
せ
、

さ
ら
な
る
販
路
拡
大
を
目
指
す
。

　

そ
れ
と
と
も
に
、
任
期
終
了
後
に
定
住

し
た
〝
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
〞
た
ち
が
、
地
域
住

民
と
と
も
に
、
民
間
で
「
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
」事
業
を
担
う
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

戦
略
的
に
『
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
計
画
』
を
位
置

づ
け
て
い
る
の
だ
。

　

総
務
省
に
よ
る
と
、任
期
を
終
え
た「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
隊
員
が
い
る
地
域

の
う
ち
、
7
割
以
上
の
自
治
体
が
、「
今

後
も
協
力
隊
を
受
け
入
れ
た
い
」と
い
う
。

　

し
か
し
、
全
国
に
散
ら
ば
る
隊
員
の
半

数
近
く
が
、
任
期
後
「
定
住
し
た
い
の
だ

が
仕
事
が
な
い
」
と
い
う
の
が
現
状
だ
。

任
期
終
了
後
の
隊
員
の
活
動
地
お
よ
び
近

隣
地
域
へ
の
定
住
率
は
、
平
成
25
年
度
末

で
56
％
ほ
ど
。

　

任
期
終
了
後
に
活
躍
す
る
『
場
』
を
、

ど
の
よ
う
に
彼
ら
が
獲
得
し
て
い
く
か
が

課
題
と
い
え
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
〝
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
〞
た

事
業
は
、
隊
員
・
地
域
の
受

入
れ
団
体
・
自
治
体
の
『
連

携
・
結
束
』
が
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
〝
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
〞た
ち
は
、

古
川
課
長
を
『
親
の
よ
う
な

存
在
』と
口
を
揃
え
る
。そ
う

し
た
、
彼
ら
と
の
信
頼
関
係

が
、
こ
の
『
ぽ
っ
ち
ゃ
ん
計

画
』の
土
台
に
な
っ
て
い
る
。

薩摩川内市観光・シティセールス課のみなさん

甑島を舞台にしたエコツーリズムを含めた実証事業が行われており、レンタル用に20台の
電動1人乗り超小型モビリティ『COMS』（左）と、3台の電気自動車（右）が導入されている

〔上〕「タカエビ」の選別作業を行う下甑島の事業者
〔左〕甑島を代表する味覚「キビナゴ」の刺身
〔左下〕「キビナゴ」はそのまま塩焼きで食べるのも美味

しい
〔下〕下甑島の「タカエビ」は刺身のほか、様々な料理で味

わえる。下甑島のイタリアンレストラン『OTTO 8』
の『タカエビ・スパゲッティ』
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　多彩さは日本一といわれて
いる、一関のもち料理。一関の
もち文化をユニークに発信す
る、岩手名物「わんこそば」なら
ぬ「わんこもち」の大会です。 
　2人１組、または個人でエン
トリーし、5分で何個の餅を食
べられるかを競う大会です。歴
代記録は団体122個、個人74個。
　大食いに自信のある方はもちろん、何より餅が好きという方、記録を
更新したい方、大会へご参加ください！　挑戦はできないけど怖いもの
見たさの方も観戦にお越しください。
【開催日】2月1日（日）   【開催場所】一関市大町4-29 なのはなプラザ2階
【問合せ先】未来塾（いちのせき市民活動センター） ☎0191-26-6400
【URL】https://www.facebook.com/wankomochi

第8回全国わんこもち大会

　漆黒の闇夜に浮かぶ無数のオレ
ンジ色の光が、雪を照らし出します。
「スノーランタンフェスタ」では、雪
で作ったランタンのオブジェに、ろ
うそくを灯して幻想的な世界をお
楽しみ頂けます。
　ここは県内でも有数の豪雪地帯
で、古来より雪に悩まされてきた地
域です。しかし、その「雪」を資源と
考え、観光に結びつけるという逆転の発想から生まれたイベントです。
　お仲間で、ろうそくを灯す、小さなかまくら（スノーランタンオブジ
ェ）作りなどのイベントにも参加してみてはいかがでしょうか。
【開催日】2月7日（土）・8日（日） 〔8日は点灯のみ〕   【開催場所】大崎市鳴子温泉字星沼18-9 
しんとろの湯隣接広場 他  【問合せ先】中山平温泉観光協会 ☎0229-87-2201
携帯：090-4551-5656（菊地）  【URL】http://www.nakayamadaira.com/

スノーランタンフェスタ in 中山平
　会津伝統工芸品のひとつである、
「会津絵ろうそく」。一本一本に菊、
牡丹、藤などの草花が色鮮やかに
描かれています。この会津絵ろう
そくを灯し、その美しさを体感で
きる「会津絵ろうそくまつり」が
御
お

薬
やくえん

園、鶴
つるがじょう

ヶ城で開催されます。
　御薬園では、琴と横笛の生演奏
による音色が流れる中、竹筒で心

しん

字
じ

の池を取り囲み、幽玄・幻想の世界を現出します。鶴ヶ城では、会津本
郷焼の瓦

が

燈
とう

や会津塗り燭
しょくだい

台で会津絵ろうそくを灯します。会津若松市
内各所でも、それぞれ趣向を凝らした絵ろうそくが灯されます。
【開催日】2月13日（金）・14日（土）17:30～21:00   【開催場所】会津若松市鶴ヶ城、御薬園、
他市内各所   【問合せ先】会津若松観光ビューロー・コールセンター ☎0242-23-8000
【URL】http://www.aizu.com/erousoku/　

会津絵ろうそくまつり

大
おお さ き

崎市 〔宮城県〕会
あい

津
づ

若
わか ま つ

松市 〔福島県〕

一
いちのせき

関市 〔岩手県〕

　雪だまから身を守り、雪だま
で敵を攻める。それが「スポー
ツ雪合戦」です。
　現在、「スポーツ雪合戦」は日
本国内にとどまらず、10カ国
で大会・イベントが行われ、そ
の競技人口は世界へと広がり
を見せています。
　人影がまばらになる冬の閑
散期の地域活性化のため、1987年に壮瞥町の若者グループで結成した
「アイディア検討会」でイベントのアイディアが生み出され、1989年に
壮瞥町が「スポーツ雪合戦」の発祥地となりました。
　白銀のコートには筋書きのない戦いとドラマが待っています。
【開催日】2月28日（土）・3月1日（日）   【開催場所】壮瞥町昭和新山山麓   【問合せ先】昭和
新山国際雪合戦実行委員会 ☎0142-66-2244   【URL】http://www.yukigassen.jp

第27回昭和新山国際雪合戦

壮
そう べ つ

瞥町
ちょう

 〔北海道〕

次々と“もち”をたいらげる選手たち

スノーランタンオブジェの光雪景色に浮かぶ会津幻影

白銀のコートの熱い戦い
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「電源地域情報ひろば」は、各市町村で開催されるイベント・伝統的なお祭り
や、特産品などの情報をまとめて掲載するコーナーです。イベント・お祭りに
ついては今回は1～3月の情報です。読者の皆様方で掲載のご希望がござ
いましたら、電気のふるさと編集室までお知らせください。自薦、他薦を問
わず受け付けています。なお、掲載費用が発生することはありません。
（編集の都合上、掲載できない場合がございますことを予めご了解願います）

■地域振興部 振興業務課 電気のふるさと編集室
☎03-6372-7305　E-mail ： furusato@dengen.or.jp
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　かつては賑わっていたJR水郡線上
かみ

菅
すが

谷
や

駅前。
現在では綺麗だけどスッキリ。ここに全く新
しい駅前の商店街、楽しい街を作ってみよう
よ！  の掛け声で集まった那珂市ならびに周辺
地域の有志による市民参加型のイベントです。
　100前後の店舗がひしめく「1日限定」の商
店街、全国大会も視野に入れた、大人も子供も
夢中になれる「スポーツ鬼ごっこ」、会場の中
央では「音楽祭」や「路上プロレス」、「大道芸」
など、毎回趣向を凝らしたイベントを開催し
ています。
　市民参加型の「ガヤガヤ☆カミスガ」は6月・12月・2月、大型イベント
の「サスガ☆カミスガ」は4月・10月に開催します。
【開催日】2月1日（日）   【開催場所】上菅谷駅前通り  【問合せ先】一般社団法人 カミスガ
プロジェクト ☎029-229-0845   【URL】http://kamisuga.org/

ガヤガヤ☆カミスガ
　小田原の代名詞的存在の「小田原
かまぼこ」ですが、食べたことがな
い、という方もいらっしゃるのでは
ないでしょうか。そんな方に、ぜひ
おすすめしたいのが「かまぼこ桜ま
つり」です。春を遊ぶ宴「小田原か
まぼこ桜まつり」は、開花時期に合
わせて開催されます。
　かまぼこ名人による板つけや細
工ものの「手づくり実演」、各店の味を食べ比べる「ききかま大会」、かま
ぼこ板をどこまで高く積み上げられるかをチームで競う「かまぼこ板一
夜城合戦」、まつりだけの限定品販売など、催しものがいっぱいです。
【開催日】3月28日（土）・29日（日）   【開催場所】小田原城址公園二の丸広場
【問合せ先】小田原蒲鉾協同組合 ☎0465-22-4068　
【URL】http://www.kamaboko.or.jp/

小田原かまぼこ桜まつり

　「辛い雪国の生活の中で、
雪を楽しもう」と始まった高
柳町の雪祭りは、YOU（あな
たも）・悠（のんびり）・遊（楽
しもう）がテーマです。
　前夜祭と本祭の2日間にわ
たり開催されます。
　50人で力を合わせる巨大
餅つきを目玉に、雪上のステージショーや美味しいものがたくさん味わ
えるのれん街など、食べて遊んで、じょんのびの里を満喫できます。「寒
いけれど、温かい」、そんな気持ちになれる楽しい雪まつりです。
【開催日】2月21日（土）、22日（日）〔予定〕   【開催場所】柏崎市立高柳小学校周辺
【問合せ先】高柳地区コミュニティ振興協議会 ☎0257-41-2234
柏崎市高柳町事務所地域振興班 ☎0257-41-2241
【URL】http://www.city.kashiwazaki.niigata.jp/

YOU・悠・遊

柏
かしわざき

崎市 〔新潟県〕

那
な か

珂市 〔茨城県〕小
お だ

田原
わら

市 〔神奈川県〕

　御前崎遠州灘県立自然公園
の一環にあり、原生林に三方を
囲まれた桜ヶ池には、高僧が龍
となり、桜ヶ池に住まわれて
800有余年が経つという「桜ヶ
池 龍神伝説」があります。
　毎年節分の日、桜ヶ池に奉ら
れる池宮神社では、辺りがうす
暗くなる午後6時から「節分星祭」が行われます。
　かがり火をたき、池の水面に浮き灯篭を流し、祝

のりとそうじょう

詞奏上、6本の破魔矢
が放たれる「弓矢の神事」に続いて、赤飯・酒・数百個の卵が竜神に捧げ
られ、新しく迎える年の厄払いと、開運が祈願され、たくさんの豆やお
菓子などが撒かれます。
【開催日】2月3日（火）   【開催場所】御前崎市佐倉5162 桜ヶ池 池宮神社   【問合せ先】桜ヶ
池 池宮神社 ☎0537-86-2309   【URL】http://www4.ocn.ne.jp/~ikemiya/

池
いけみやじんじゃ

宮神社 節
せつぶんほしまつり

分星祭

御
お

前
まえ

崎
ざき

市 〔静岡県〕

　「起舟祭」とは、本格的な漁の
始まりを告げる、豊漁と安全を
祈り、お祝いをするお祭りのこ
とです。
　「大漁起舟祭」に、石川の冬の
味覚が集結します。ステージで
は地元芸能（太鼓・よさこい等）、
歌謡ショー、甘エビが当たる福
引大抽選会など、見て・食べて・味わう、盛り沢山な一日が楽しめます。
　新鮮な海の幸がたっぷり入った大漁鍋や、地元海産物の炉端焼き、新鮮
な魚介類の即売の他に、朝獲れ廻転寿し「西海丸」がオープンします。
　志賀町婦人加工連絡会では、地元農産物を使った新商品開発を行って
おり、大漁起舟祭で新商品出品を目指してがんばっています。
【開催日】2月11日（水・祝） 【開催場所】志賀町富来漁港   【問合せ先】志賀町祭大漁起舟祭
実行委員会 ☎0767-32-1111   【URL】http://shikakankounavi.jp/

志
し か

賀町
まち

 〔石川県〕

大
たいりょうきしゅうさい

漁起舟祭

高
たか お か

岡市 〔富山県〕

　通常のお好み焼きは小麦粉が
ベースですが、高岡市の新たなご
当地グルメは、富山県に流通して
いる魚のすり身（魚の種類は様々）
をベースにした、「高岡流お好み
焼き『ととまる』」です。
　その決まりは、商品名に「高岡
流お好み焼き『ととまる』」を使う、
すり身を使う、富山県で消費量が
多い昆布を使う、フライパンや鉄板で焼く、丸い形に仕上げる、という
5ヶ条があります。
　今、｢ととまる｣の認定店は高岡市内外含めて40店舗になります。
　お酒のお供にピッタリです。高岡へお越しの際は、ぜひ一度味わって
みてください。
【問合せ先】飲食店経営サポートとやま   【URL】http://www.insapo.com

高岡流お好み焼き 「魚
ととまる

丸」

数々の賞を受賞した
今注目の“市（いち）”

巨大餅つき

味の決め手は魚介と昆布

地元のスギ間伐材を使用した
かまぼこ板のお城

池宮神社本殿

石川の冬の味覚が集結
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　飛騨古川に、200年以上も
伝わる「三寺まいり」は、毎年
1月15日の夜､親鸞聖人のご
恩をしのび、町内の3つの寺､
円
えんこう

光寺
じ

･真
しんしゅう

宗寺
じ

･本
ほんこう

光寺
じ

を詣
でる慣わしです｡
　明治時代、このおまいりが
男女の出逢いのきっかけとな
ったことから「嫁を見立ての三寺まいり」と唄われ、縁結びのおまいりと
しても全国に知られるようになりました。
　門前市には地元の温かい食べ物や、この日しか食べることができない
酒蒸し饅頭など、おいしくてあったかいものでいっぱいです。
【開催日】1月15日（木）   【開催場所】飛騨市古川町市街地
【問合せ先】（一社）飛騨市観光協会 ☎0577-74-1192
【URL】http://www.hida-kankou.jp/santera/　

飛騨古川三
さんてら

寺まいり

　「きじ鍋」が笠置町で提供
されることになったきっか
けは、町内にある旅館のご
主人が、笠置に合う食材を
求めて、たどりついたこと
に始まります。鶏肉に比べ
ると歯ごたえがしっかりし
ていて、噛めば噛むほど、肉
の旨みと甘みがあふれてく
る「きじ肉」は旅館の名物となり、現在では町内すべての旅館で提供さ
れています。
　2012年に笠置町で開催された「第3回全国ご当地鍋フェスタ（N－1グ
ランプリ）」における「鍋No.1決定戦」において、「きじ鍋」がグランプリ
を獲得しました。
【問合せ先】笠置町役場 ☎0743-95-2301   【URL】http://www.town.kasagi.lg.jp/

きじ鍋で暖まる町

笠
かさ

置
ぎ

町
ちょう

 〔京都府〕

飛
ひ だ

騨市 〔岐阜県〕

第25回湖辺ルネッサンス～大津のヨシ作戦～ヨシたいまつ一斉点火

大
おお

津
つ

市 〔滋賀県〕

　「びわ湖開き」は滋賀に春の到
来と湖上観光シーズンの本格的
な幕開けを告げる風物詩です。
　ヨシ（葦）は、枯れる冬季に刈
り取ることにより春先の発芽が
促進されます。しかし、ヨシの
需要が減ったことから、琵琶湖
岸のヨシの多くは、自然のまま
放置されていました。また、刈った後のヨシの利用もなかったことから、
「松

たいまつ

明にしてはどうか」という案が出て、現在の「びわ湖開き」の日に行う
｢ヨシたいまつ一斉点火｣に進展しました。
　当日は、市内7会場でヨシたいまつに一斉点火するほか、会場により、
和太鼓などの芸能披露や温かい汁ものの振る舞いもあります。
【開催日】3月14日（土） 19：00点火  【開催場所】大津市琵琶湖岸一帯
【問合せ先】大津市環境政策課 ☎077-528-2760   【URL】http://www.city.otsu.lg.jp/　

　鳥取県では、官民の連携のもと
日本最大規模の『ご当地バーガー』
の祭典を企画・実施しています。
　鳥取県のご当地バーガーにおけ
る火付け役になったのが、「大山バ
ーガー（和牛ヒレステーキバーガ
ー）」です。
　平成21年に登場したこの「和牛
ヒレステーキバーガー」は、大山
周辺の食材を活かしており、肉厚の県産黒毛和牛のヒレステーキ、地元
産のフレッシュトマト・タマネギをベースにした特製ソース、人気ベー
カリーのご主人がオリジナルのバンズを開発するというこだわりよう。
　まさに大山のうま味が詰まった、ご当地バーガーの真骨頂です。
【問合せ先】レストラン花 ―HANA― （桝水フィールドステーション2F）  ☎0859-52-2420
※火曜定休、営業11:00～16:00 　【URL】http://www.masumizu.net/station.html

大山がギュッと詰まった大山バーガー
　松江市の秋の代表的味覚である
西条柿をいつでも味わってもらお
うと、「冷凍熟し柿」が「まつえ農
水商工連携事業」の一環で開発さ
れました。
　これは東出雲町の西条柿農家
「まる福農園」の福岡博義代表と、
「島根県立大学」の赤浦和之教授が
開発した独自技術により、西条柿
の付加価値化と用途拡大を実現するものです。
　自然に熟した柿に比べると色も形も良く、「熟し柿」にしたものを冷凍
して、デザートとしてスプーンなどで食べられるようにと工夫を凝らし
ています。平成27年6月から販売予定です。
【問合せ先】松江市役所商工企画課（まつえ農水商工連携事業推進協議会）
☎0852-55-5213

伯
ほう

耆
き

町
ちょう

 〔鳥取県〕

越
えちぜ ん

前町
ちょう

・南
みなみえちぜんちょう

越前町
（越前海岸一帯） 〔福井県〕

　毎年1月、水仙の日本三大群生
地の越前海岸一帯において、越前
水仙の開花に合わせて、「水仙ま
つり」が開催されます。
　期間中には、「荒波フェスタ」
（1/17・18、南越前町）、「水仙生け
花展」（1/23～26、福井市）、「水仙
カニフェア」（1/24・25、越前町）な
どが開催されます。
　イベントで無料配布される越前水仙の姿や香り、越前ガニなど新鮮な
海産物の即売や、地元グルメなどを楽しんでみてはいかがでしょうか。
　「水仙娘」が、かすりの着物姿でまつりや県花・水仙をPRします。
【開催日】1月17日（土）～31日（土）   【開催場所】越前海岸（越前町・南越前町）一帯
【問合せ先】越前海岸観光協会連合会 ☎0778-37-1234　
【URL】http://www.town-echizen.jp/　

水仙まつり

縁結びのおまいりとしても有名

大山のうま味たっぷり

ヨシたいまつ一斉点火

いつでも秋の実りを味わえる

しっかりとした歯ごたえ、肉の旨みと甘み

水仙の配布
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スプーンで食べられる冷凍熟し柿

松
まつ

江
え

市 〔島根県〕

Vol.38.indd   10 2014/12/15   10:11:36



　「土佐の『おきゃく』」は、街を会場に
した大きな宴会のようなイベントです。
2006年にスタートし、2015年には開催
10回目を迎えます。
　「おきゃく」とは、土佐弁で宴会のこ
とをいいます。祝いごとなどに人を招
いて、家で開く酒宴「おきゃく」。料理と
酒に心がほぐれて自然と会話が弾み、
本音のつきあいが深まるコミュニケー
ションの場です。
　食・酒・アート・スポーツ・まんがなど
の約40のイベントに、高知の「おいし
い」と「おもしろい」がたっぷりと詰まっています。
【開催日】3月7日（土）～15日（日）   【開催場所】高知市中心街ほか   【問合せ先】土佐の
「おきゃく」事務局 ☎088-823-0989   【URL】http://www.tosa-okyaku.com/　

土佐の「おきゃく」2015

　「ひまわりin北中城」は、日本で一
番早い「ひまわり」のお祭りです。
　開催のきっかけは、遊休農地の解
消でした。一部農家の皆さんと村役
場の方が、遊休農地に緑肥として
「ひまわりの花」を植えたところ、満
開のひまわりが、口コミによってマ
スコミの目にとまり、翌年には驚く
ほど多くの人が北中城へ訪れるよ
うになりました。南国沖縄の気候を
利用し、台風が来ない1～2月に開催されます。
　北中城村の特産品販売や、いろいろなイベントも開催の予定です。
【開催日】1月下旬～2月上旬   【開催場所】北中城村熱田漁港近く
【問合せ先】北中城村まつり活性化委員会（北中城村役場企画振興課） ☎080-3344-8592
【URL】http://himawari-in-k.jimdo.com/

ひまわり in 北中城～真冬のひまわり真夏を咲かせ～

唐
から

津
つ

市 〔佐賀県〕 高
こう

知
ち

市 〔高知県〕

日
ひ た

田市 〔大分県〕

　「相知高菜」は、昭和40年代まで唐
津市相知地区を中心に盛んに栽培さ
れてきた特産野菜で、炭鉱の労働者
や庶民の食卓の定番漬物でした。し
かし、農家は小ぶりな相知高菜より
収穫量が多い大型品種の栽培に移行
しため、生産が激減し「まぼろしの高
菜」となってしまいました。平成19
年に種子の採集・選抜を繰り返す努
力が続けられ、平成21年春にかつての相知高菜漬を復活させることが
できました。現在、種子管理はJAからつ「逢地の里直販所」1ヶ所で厳重
に行い、相知地区の10軒を含む多数の契約農家と漬物業者で「相知高菜」
の栽培を手掛けています。低農薬で大切に育てられた相知高菜を原料
にした古漬けの素朴な味わいが、静かな人気を呼んでいます。
【問合せ先】JAからつ「逢地の里直販所」 ☎0955-51-8131

幻の「相
おう

知
ち

高菜漬け」が復活

　1984年から始まる「天領日田 お
ひなまつり」は、江戸時代、幕府の
直轄地であり、九州の政治・経済・
文化の中心地として栄えた天領日
田の裕福な商人たちが、京都や大
阪から買い求めた絢

けんらんごう

爛豪華
か

なひな
人形を、町おこしの一環として一
般公開したことから始まりました。
　期間中は、天領時代の風情にひたり、歴史を学びながらおひなさまを
愛でる、「ガイド付き おひなめぐり散策コース」もあります。
　春のひととき、昔ながらの町並みに風情を感じながら、ゆったりとお
ひなさま探しに出掛けてみませんか。
【開催日】2月15日（日）～3月31日（火）   【開催場所】日田市豆田町（まめだまち）、隈町
（くままち）、天瀬古園（あまがせふるぞの）地区
【問合せ先】日田市観光協会 ☎0973-22-2036   【URL】http://www.oidehita.com/　

天領日田  おひなまつり

　焼豚玉子飯とは、愛媛県今治市の名
物料理のひとつであり、「今治焼豚玉
子飯」とも呼ばれるご当地グルメです。
　もともとは地元中華料理店の賄い
食でしたが、その後に独立した店主た
ちが約40年前に商品化したもので、
「焼豚玉子飯」と名付けられました。
市内の多くの飲食店でメニューに載
っており、今日では今治市の名物料理のひとつとなっています。ご飯の
上に焼豚と半熟の目玉焼きをのせ、甘辛いタレをかけたもの。甘辛いタ
レと卵の黄身が絶妙に絡み合う、こってりとした味です。　
　2014年には今治焼豚玉子飯世界普及委員会が第9回B－1グランプリ
でブロンズグランプリ（第3位）を受賞し、学生や若者を中心に、今治市
民のソウルフードとして人気を得ています。
【問合せ先】今治地方観光情報センター ☎0898-36-1118

世界進出を目指すご当地グルメ『焼
やき

豚
ぶた

玉
たま

子
ご

飯
めし

』

今
いま ば り

治市 〔愛媛県〕

　下関では「ふぐ」を「ふく」
といいます。
　毎年2月9日は、「ふくの日」。
「ふくの日」には、ふく祈願祭、
市福祉施設のふくさし慰問な
どが行われますが、2月11日
の建国記念日には、「下関ふ
くの日まつり」として、ふく
の取り扱い量世界一を誇る
「南

はえどまりしじょう

風泊市場」において、恒例のジャンボふく鍋（先着1,000名様）の無料
サービスや、ふく刺しやふく関連製品の即売、近海で獲れた新鮮な魚介
類の即売、袋せりによるオークション、ふくの料理教室（要事前予約）、
ふく刺しなど豪華商品が当たる大抽選会等が行われます。
【開催日】2月11日（水・祝）   【開催場所】南風泊市場
【問合せ先】下関ふく連盟 ☎083-267-8181   【URL】http://fuku.com/

下関ふくの日まつり

下
しもの

関
せ き

市 〔山口県〕

北
きた な か

中城
ぐすく

村
そ ん

 〔沖縄県〕

土佐の「おきゃく」10周年

草野本家のおひなさま

ふくの日まつりステージイベント

真冬のひまわり

古漬けの素朴な味わい

学生や若者に人気
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P.12
静岡県御前崎市

P.13
福井県美浜町

P.12
北海道泊村・岩内町・共和町・神恵内村

P.13
福島県川内村

　

御
前
崎
と
い
え
ば
「
食
材
の
宝
庫
」
で

あ
る
。全
国
で
3
番
目
に
長
い
日
照
時
間
、

駿
河
湾
近
海
で
獲
れ
た
魚
を
す
ぐ
に
運
び

込
む
こ
と
が
で
き

る
御
前
崎
港
、
家

畜
に
ス
ト
レ
ス
の

少
な
い
温
暖
な
気

候
な
ど
、
最
高
の

食
材
を
作
り
出
す

環
境
が
整
っ
て
い

る
。
ま
た
、
よ
り

美
味
し
い
食
材
を

求
め
て
飽
く
な
き

探
求
心
を
持
つ
数

多
く
の
生
産
者

が
、
食
材
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大

限
に
引
き
出
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
最
高
の
食
材
を
活
か
し

た〝
じ
ま
ん
の
ご
ち
そ
う
〞を

作
る
べ
く
、
御
前
崎
市
と
地

元
事
業
者
が
共
同
で
〝
じ
ま

ん
の
ご
ち
そ
う
メ
ニ
ュ
ー
〞

の
開
発
に
乗
り
出
し
た
。

　

そ
の
第
一
弾
と
し
て
完
成
し
た
の
が
、

内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
歴
の
あ
る
最
高
級

黒
毛
和
牛
「
遠
州
夢
咲
牛
」
の
塊
と
御
前

崎
産
野
菜
を
使
用
し
た
『
遠
州
御
前
崎
夢

咲
牛
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
』
で
あ
る
（
御
前
崎

市
内
の
9
店
舗
で
絶
賛
発
売
中
）。

　

御
前
崎
市
で
は
、9
月
29
日（
肉
の
日
）

を
『
夢
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
の
日
』
と
し
て
、

　

北
海
道　

岩が
ん

宇う

４
ヶ
町
村
（
泊
村
、
岩

内
町
、
共
和
町
、
神
恵
内
村
）
で
は
、
町

村
間
の
連
携
強
化
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

を
目
的
と
し
、
平
成
25
年
よ
り
「
岩
宇
4

ヶ
町
村
連
携
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
取
組
ん
で
い
る
。

　

こ
の
地
域
は
、
多
く
の
外
国
人
が
訪
れ

ル
ー
プ『
グ
ロ
ー
ア
ッ
プ
』

に
よ
る
〝
ト
マ
ト
収
穫
〞

な
ど
を
体
験
し
た
。

　

当
日
は
悪
天
候
で
車
移
動

が
中
心
と
な
っ
た
が
、
代
わ

り
に
泊
村
ア
イ
ス
セ
ン
タ
ー

で
長
靴
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
の
体
験
や
、

『
遠
州
御
前
崎
夢
咲
牛
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
』

を
学
校
給
食
で
提
供
し
、
ま
た
、
ハ
ヤ
シ

ラ
イ
ス
の
語
呂
に
ち
な
み
、
全
店
舗
共
通

8
8
4
（
ハ
ヤ
シ
）
円
で
販
売
す
る
な
ど

の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
現
在
、
第
二
弾
・
第
三
弾
と
し

て
、
遠
州
一
黒
シ
ャ
モ
と
遠
州
黒
豚
を
使

っ
た
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
取
組
ん
で
い
る
。

る
ニ
セ
コ
地
域
に
近
接
す
る
こ
と

か
ら
、
取
組
み
の
一
環
と
し
て
外

国
人
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ツ
ア
ー
を
開
催
し
た
。
参
加

者
は
台
湾
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
団
体

「
中
華
民
国
自
行
車
騎
士
協
會
」の

会
長
及
び
理
事
と
台
湾
の
自
転
車

雑
誌「
B
i
c
y
c
l
e 

C
l
u
b
」

の
カ
メ
ラ
マ
ン
ら
5
名
。

　

10
月
3
日
、
岩
内
高
原
ホ
テ
ル

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
途
中
、
泊
漁
港

で
〝
い
く
ら
の
し
ょ
う
ゆ
漬
け
づ

く
り
〞
や
共
和
町
若
手
生
産
者
グ

ちょっと贅沢な
『夢咲牛ハヤシライス』

岩宇4ヶ町村の魅力満喫 電気のふるさと Vol.38 12
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御
前
崎
に〝
じ
ま
ん
の
ご
ち
そ
う
〞が
誕
生
し
ま
し
た

『
遠
州
御
前
崎
夢
咲
牛
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
』

静
岡
県
御お

前ま
え

崎ざ
き

市

このコーナーでは電源地域各地の地域
振興に向けた話題を取り上げています。
今回は、静岡県御前崎市の『じまんのご
ちそう』、北海道岩宇４ヶ町村のサイク
リングツアー、福井県美浜町の生涯学
習施設、福島県川内村で
開催されたイベントなど
の話題をご紹介します。

食
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー

北
海
道
泊と

ま
り
む
ら村

、岩い
わ
な
い
ち
ょ
う

内
町
、共き

ょ
う
わ
ち
ょ
う

和
町
、神か

も
え
な
い
む
ら

恵
内
村

町の活性化と“再生”に町の活性化と“再生”に
向けた各地の取り組み向けた各地の取り組み
町の活性化と“再生”に
向けた各地の取り組み
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『
ふ
た
ば
ワ
ー
ル
ド
』
は
、
双
葉
地
区

の
８
ヶ
町
村
（
双ふ

た

葉ば

町ま
ち

、
大お

お
く
ま熊

町ま
ち

、
楢な

ら

葉は

町ま
ち

、
富と

み
お
か岡

町ま
ち

、
広ひ

ろ

野の

町ま
ち

、
葛

か
つ
ら

尾お

村む
ら

、
浪な

み

江え

町ま
ち

、
川
内
村
）
が
毎
年
、
一
堂
に
会
し
て

持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
る
「
復
興
応
援
一

大
イ
ベ
ン
ト
」。
今
回
は
、
川
内
村
を
会

場
と
し
、「
双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組

合　

一
般
社
団
法
人
福
島
県
電
源
地
域
振

興
財
団　

川
内
村
」
が
主
催
し
た
。

　

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
歌
手
の
堀
内

孝
雄
さ
ん
や
、
お
笑
い
芸
人
の
テ
ツ
＆
ト

モ
が
歌
と
笑
い
で
〝
笑
顔
〞
を
提
供
。『
る

る
る
る
モ
ー
ル
（
ふ
た
ば
地
方
復
興
商
店

街
）』
で
は
、『
浪
江
焼
き
そ
ば
』
や
『
マ

　

ま
た
、
料
理

愛
好
家
・
平
野

レ
ミ
さ
ん
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
の

『
も
り
た
ろ
う

神
恵
内
村
で
は
『
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ラ
ザ

温
泉
9
9
8
』
で
の
入
浴
、
夜
の
ウ
ェ
ル

カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
地
元
小
中
学
生
の

空
手
演
武
と
と
も
に
、
地
元
食
材
を
使
用

し
た
夕
食
を
味
わ
い
な
が
ら
、
地
域
の
食

材
や
魅
力
の
紹
介
な
ど
で
楽
し
ん
だ
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
地
域
の
特
色
を
体

験
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を
充
実
さ
せ
れ
ば
、

ツ
ア
ー
を
展
開
で
き
る
可
能
性
は
高
い
」

と
好
評
だ
っ
た
。

ミ
ー
す
い
と
ん
』
な
ど
、
来

場
者
は
〝
懐
か
し
い
味
〞
に

舌
鼓
を
打
っ
て
い
た
。

　
『
る
ん
る
ん
る
る
ん
ぶ
フ

ァ
ク
ト
リ
ー
（
ま
る
ご
と
ふ

た
ば
体
験
工
房
）』
で
は
、

キ
ャ
ン
ド
ル
ジ
ュ
ン
さ
ん
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
の
「
キ
ャ
ン
ド

ル
作
り
体
験
」
や
、
パ
ラ
ッ

パ
ラ
ッ
パ
ー
な
ど
で
お
な
じ

み
の
ロ
ド
ニ
ー
・
A
・
グ
リ

ー
ン
ブ
ラ
ッ
ト
さ
ん
作
の

『
ふ
た
ば
巨
大
ア
ー
ト
』
を

来
場
者
と
一
緒
に
完
成
さ
せ

た
。

〝
大
鍋
〞』
が
大
盛

況
を
呼
び
、『
カ
エ
ル

と
森
の
学
校
』
で
は
、
小
泉

進
次
郎
復
興
政
務
官
の
模
擬
授
業
が
行
わ

れ
た
。

　

双
葉
の
人
も
双
葉
以
外
の
人
も
、
こ
の

交
流
を
通
じ
て
で
き
た
輪
が
、
双
葉
の
明

日
を
創
る
大
き
な
力
に
な
る
こ
と
を
祈
っ

て
い
き
た
い
。

　

福
井
県
美
浜
町
の
『
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
な
び
あ
す
』
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

こ
こ
は
、図
書
館
機
能
と
公
民
館
機
能
、

文
化
ホ
ー
ル
（
劇
場
）
が
一
体
化
し
た
生

涯
学
習
施
設
で
、
平
成
24
年
11
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
。
3
つ
の
機
能
を
中
庭
で
挟
む

分
棟
形
式
と
な
っ
て
お
り
、
光
あ
ふ
れ
る

明
る
い
雰
囲
気
の
中
で
、
読
書
、
音
楽
や

芝
居
の
練
習
及
び
コ
ン
サ
ー
ト
等
、
地
域

の
交
流
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
。

で
も
、
音
楽
関
係
者

の
注
目
を
集
め
て

い
る
の
は
、「
魂
の

ピ
ア
ノ
」
と
い
わ

れ
る
イ
タ
リ
ア
の『
フ
ァ

ツ
ィ
オ
リ
社
製
F
3
0
8
』
を
、

日
本
国
内
の
ホ
ー
ル
で
初
め
て
導

入
し
た
こ
と
。
こ
の
ピ
ア
ノ
は
奥
行
き
が

３
ｍ
と
長
く
、
豊
か
な
表
現
力
と
澄
ん
だ

音
色
を
併
せ
持
ち
、
全
世
界
か
ら
称
賛
さ

れ
て
い
る
。

　

今
年
の
夏
、
そ
の
存
在
を
聞
き
つ
け
た

中
国
の
音
楽
学
校
か
ら
、
20
名
ほ
ど
の
生

徒
が
美
浜
町
を
訪
れ
て
、
こ
の
ピ
ア
ノ
の

魅
力
を
体
感
し
た
。

　

来
る
1
月
27
日
に
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

ル
ー
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
の
優

勝
者
と
準
優
勝
者
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
催
さ
れ
る
。

　

美
浜
町
は
『
生
涯
学
習
の
ま
ち
』
を
宣

言
し
て
い
る
が
、
こ
の
施
設
は
「
明
日
の

学
び
を
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
」
す
る
貴
重
な
文
化

資
源
と
い
え
よ
う
。

　

文
化
ホ
ー
ル

は
多
目
的
に
使

え
る
仕
様
で
、

舞
台
壁
面
が
可

動
式
。
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
で
は

反
響
板
の
あ
る

舞
台
に
変
化
さ

せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
音
響
効

果
を
高
め
る
設

計
だ
。
そ
の
中

快晴のもと、大勢の観客が集まった開会式

舞台壁面が可動式で、コンサートなどでは
反響板のある舞台に変えられる
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ふ
た
ば
ワ
ー
ル
ド
２
０
１
４ 

in 

か
わ
う
ち

一
緒
に
創
ろ
う
…
ふ
た
ば
の
明
日
！

福
島
県
川か

わ
う
ち
む
ら

内
村

国
外
や
県
内
外
の
注
目
を
集
め
る

生
涯
学
習
施
設

福
井
県
美み

は
ま
ち
ょ
う

浜
町

Vol.38.indd   13 2014/12/15   10:11:39



センター掲示板
　

平
成
26
年
度
研
修
事
業
と
し
て
、
平
成
26

年
10
月
4
日
（土）
か
ら
11
日
（土）
ま
で
の
8
日

間
、「
欧
州
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と

環
境
共
生
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ
」
を

テ
ー
マ
に
、
11
名
の
電
源
市
町
村
を
は
じ
め

と
し
た
複
数
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
ド
イ
ツ
、
メ
ク
レ
ン

ブ
ル
ク
・
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
州
に
あ
る
廃

炉
措
置
工
事
中
の
「
グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
ト

原
子
力
発
電
所
」
や
「
ノ
ル
ト
中
間
貯
蔵
施

設
」、
ル
ブ
ミ
ン
町
、
そ
し
て
ハ
ン
ブ
ル
ク

の
「
ハ
ー
フ
ェ
ン
シ
テ
ィ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
有

限
責
任
会
社
」、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ザ

ル
ツ
ギ
ッ
タ
ー
市
に
あ
る
建
設
中
の
「
コ
ン

ラ
ッ
ド
中
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
場
」

な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
視
察
先
で
は
、
諸
施
設
の
現
状

と
安
全
性
な
ど
を
学
び
、
住
民
に
対
す
る
理

解
活
動
、
地
域
振
興
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
1
月
、
2
月
の
研
修
と
し
て
、

以
下
の
よ
う
な
内
容
の
研
修
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

①
№
4 

少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
新
し
い

地
域
づ
く
り　

　

少
子
高
齢
化
社
会
は
、
医
療
費
等
の
社
会

保
障
費
の
増
大
等
に
よ
る
地
域
財
政
の
悪
化

を
招
く
だ
け
で
な
く
、
労
働
人
口
の
減
少
に

よ
る
地
域
社
会
の
維
持
管
理
の
問
題
や
地
域

活
力
の
低
下
な
ど
、
地
域
の
存
続
に
関
わ
る

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
少
子
高
齢
社
会
を
前
提
と
し
た
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
や
、

地
域
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
必
要

で
あ
り
、
本
研
修
で
は
「
少
子
高
齢
時
代
に

お
け
る
新
し
い
地
域
づ
く
り
」
の
あ
り
方
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

②
№
５ 

地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
学
ぶ

　

本
研
修
で
は
、
地
域
独
自
の
資
源
（
特
産

品
や
観
光
地
等
）
の
差
別
化
・
高
付
加
価
値

化
へ
の
各
種
方
策
に
つ
い
て
、
先
進
事
例
地

等
の
講
義
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、

そ
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
つ
い
て
学
び
、今
後
、

自
地
域
で
誇
れ
る
『
地
域
の
自
慢
づ
く
り
』

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

【
申
込
み
・
お
問
合
せ
】地
域
振
興
部 

振
興
業
務
課

☎
０
３
‐
６
３
７
２
‐
７
３
０
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：w

w
w
2.dengen.or.jp

/
htm

l/w
orks/kensyu/ind

ex.htm
l

ｅ
メ
ー
ル
：kenshuu@

d
engen.or.jp

【
日
時
】平
成
27
年
1
月
29
日
（木）
・
30
日
（金）
の

　
　
　

2
日
間

【
定
員
】20
名

【
参
加
費
】2
0
，0
0
0
円

【
場
所
】電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

【
日
時
】平
成
27
年
2
月
下
旬
の
2
日
間

【
定
員
】20
名

【
参
加
費
】2
0
，0
0
0
円

【
場
所
】電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

　

平
成
26
年
9
月
9
日
（火）
か
ら
12
日
（金）
の

4
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ

た
「
国
際
物
流
総
合
展
2
0
1
4
」
に
、
当

セ
ン
タ
ー
は
企
業
誘
致
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
一
環
と
し
て
出
展
し
ま
し
た
。

　
「
国
際
物
流
総
合
展
」
は
、
2
年
に
1
度

開
催
さ
れ
る
ア
ジ
ア
地
域
最
大
級
の
物
流
・

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
総
合
展
示
会
で
す
。
平

成
26
年
度
は
4
日
間
で
13
万
人
を
超
え
る
方

が
来
場
し
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
ブ
ー
ス
で
、
電
源
地
域
へ
の

企
業
立
地
に
係
る
優
遇
制
度
の
紹
介
、
企
業

誘
致
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
受
注
先
自
治
体
の

工
業
団
地
等
の
紹
介
、
関
係
各
種
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　

企
業
誘
致
支
援
サ
ー
ビ
ス
で
当
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
28
自
治
体
の
内
、

13
自
治
体
（
岩
内
町
、
一
関
市
、
栗
原
市
、

那
珂
市
、
柏
崎
市
、
上
越
市
、
糸
魚
川
市
、

白
山
市
、
三
次
市
、
山
陽
小
野
田
市
、
今
治

市
、
唐
津
市
、
薩
摩
川
内
市
）の
皆
様
に
は
、

当
セ
ン
タ
ー
ブ
ー
ス
に
て
協
働
し
て
、
P
R

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
お
問
合
せ
】
地
域
振
興
部 

振
興
調
査
課

☎
０
３
‐
６
３
７
２
‐
７
３
０
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：w

w
w
2.dengen.or.jp

/
htm

l/w
orks/yuchi/yuuchi

ｅ
メ
ー
ル
：yuuchi@

d
engen.or.jp

　

電
源
地
域
の
特
産
品
の
開
発
・
改
良
お
よ

び
販
路
拡
大
を
目
的
に
、
流
通
関
係
者
を
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
招
き
、
一
対
一
で
販
路

「コンラッド中低レベル放射性廃棄物処分場」の視察

電源地域振興センター展示ブース
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平
成
26
年
度
の
海
外
研
修
を

行
い
ま
し
た

研
修
の
ご
案
内

「
国
際
物
流
総
合
展

2
0
1
4
」に

出
展
し
ま
し
た

定
期
開
催
型 

第
2
回

「
11
・
14 

食
の
産
品
相
談
・

商
談
会
」を
開
催
し
ま
し
た
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「
電
気
の
ふ
る
さ
と
」
編
集
室
で
は
、
今

後
の
よ
り
良
い
誌
面
作
り
の
た
め
、
W
e
b

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
さ
せ
て
戴
い
て
お
り
ま

す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
号
の
W
e
b
ア
ン
ケ
ー
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

　

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た
だ
い

た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
2
名
の
方
に
、
今
号

の
特
集
で
ご
紹
介
し
た
薩
摩
川
内
市
甑

こ
し
き
し
ま島

の

「
き
び
な
ご
・
薩
摩
赤
い
か
・
薩
摩
甘
え
び
」

の
お
刺
身
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま

す
。

■
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
方
法

　

当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
文
末
参

照
）
の
入
力
フ
ォ
ー
ム
内
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
記
入
の
う
え
、「
送
信
」
ボ
タ
ン
を
押
し

て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

〆
切
は
平
成
27
年
1
月
31
日
（土）
。
当
選

の
発
表
は
発
送（
平
成
27
年
2
月
下
旬
予
定
）

を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

（
一
財
）電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

電
気
の
ふ
る
さ
と
編
集
室

☎
０
３
‐
６
３
７
２
‐
７
３
０
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：w

w
w
2.d
engen.or.jp

/
htm
l/leaf/furusato/enq

uete.htm
l

拡
大
等
の
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

機
会
を
定
期
的
に
提
供
す
る
「
11
・
14 

食

の
産
品
相
談
・
商
談
会
」
を
、
平
成
26
年
11

月
14
日
（金）
東
京
都
中
央
区
（
綿
商
会
館
4

階
大
ホ
ー
ル
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

面
談
は
12
の
事
業
者
様
、
10
社
の
百
貨
店

等
の
バ
イ
ヤ
ー
の
参
加
に
よ
り
、
49
面
談
が

実
施
さ
れ
、「
販
路
拡
大
へ
の
足
が
か
り
に

な
る
」「
常
設
の
試
食
販
売
を
紹
介
し
て
い

た
だ
い
た
」「
売
場
担
当
者
や
卸
問
屋
の
担

当
者
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
」
な
ど
の
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

綿商会館4階大ホールで開催

「きびなご・薩摩赤いか・薩摩甘えび」
のお刺身セット

15 電気のふるさと Vol.38

Vol.38.indd   15 2014/12/15   10:11:40



発
行
・
一
般
財
団
法
人
 電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

電
気
の
ふ
る
さ
と
　
電
源
地
域
ニ
ュ
ー
ス
　
通
巻
38
号
　
平
成
26
年
12
月
25
日
発
行

〒
103 -0012　東

京
都
中
央
区
日
本
橋
堀
留
町
二
丁
目
3
番
3
号
　
堀
留
中
央
ビ
ル
7
階

TE
L  03 -6372 -7311（

代
表
）　
U
R
L  http://w

w
w
2.dengen.or.jp/

■産品相談・商談会
　この事業は、年3回、定期的に
開催するものと、随時に開催する
もの、地元開催型の産品相談・商
談会の3種類のメニューを用意し
ております。
●「定期開催型相談・商談会」
　流通関係者をアドバイザーと
して招聘し、地域特産品の開発・
改良および販路拡大についての
具体的なアドバイスを受けるこ
とができる、年3回、定期に開催
する産品相談・商談会です。
　おすすめポイントは、1回の参
加で多くのバイヤーと個別に面
談することができ、効率的に商品
をアピールすることができるこ
とです。また、継続的な参加によ
り、常設・催事出店等の効果が現
れます。
●「地元開催型相談・商談会」
　皆様の地元で実施できるオー
ダーメイド型の産品相談・商談会
です。
　ご希望のアドバイザーを派遣
して面談を行います。また、面談
の他にもアドバイザーによる講
演会や、製造のこだわりをアドバ
イザーに体感してもらうための

製造現場視察などを組み合わせ
ることも可能です。
　おすすめポイントは、地元で実
施することで、参加者の時間的・
費用的負担が軽減されることで
す。また、現地訪問によりバイヤ
ーの地域への認知度が向上し、実
施後もバイヤーと相談・商談しや
すい関係の継続が期待できます。
●「随時開催型相談・商談会」
　事業者の方の首都圏出張等の
機会に合わせ、バイヤー等との面
談を個別にセッティングいたし
ます。
　おすすめポイントは、出張等の
ご都合に合わせて面談をセッテ
ィングいたしますので、出張の合
間等に効率よく相談や商談をす
ることができることです。

　平成26年度の「定期開催型産
品相談・商談会」は開催予定3回
のうち、東京で2回開催いたしま
した。3回目は福岡で来年2月に

開催の予定です。また、本年度の
「地元開催型産品相談・商談会」は
5回の開催予定のうち、4回が開
催されました。

■産品試験販売
　このメニューは、電源地域の特
産品事業者の販売力向上を支援
するものです。大消費地において
テスト販売を行い、実施店からの
アドバイスや消費者の反応を通
じて、販売テクニックの習得や消
費者ニーズの把握を図ります。
　おすすめポイントは、商品の評
価を消費者から直に聞き、開発・改
良のヒントを得ることができ、ま
た、商品に合った陳列や接客の仕
方等の販売方法について、実施店
の催事担当者からアドバイスを受
けることができます。今年度は、
阪急阪神百貨店、博多大丸、イト
ーヨーカドーで行う予定です。

　平成27年度も、こうした販売支
援サービスを実施する予定です。
ぜひ、この機会に下記までお気軽
にお問合わせください。詳細は当
センターHPをご参照ください。

■地域振興部 振興業務課
☎03-6372-7305
ｅメール：msp@dengen.or.jp
ホームページ：
　http://www2.dengen.or,jp

【表紙写真】第4回 電気のふるさとフォトコンテスト優秀賞 「悠久の大地」（撮影地：三重県熊野市） 中村 昭夫さん撮影

松江で開催された「地元開催型相談・商談会」
東京・中央区「綿商会館」で行われた
「定期開催型相談・商談会」

丸亀で開催された「地元開催型相談・商談会」 博多大丸で行われた「産品試験販売」

　当センターでは、電源地域の皆様へ、産品の販売支援事業として、
様々なメニューを用意しております。主に、地域特産品の開発・改良
および販路拡大についての具体的なアドバイスを行う「産品相談・
商談会」事業と、事業者の皆様の販売力向上を支援する「産品試験販
売」の事業の2つとなっており、この事業にご参加いただいた方々か
ら、高い評価をいただいております。
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